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「EPS循環型企業を目指して」
～ トーホー工業の「SDGｓ」 ～

※EPS：発泡スチロールの略（Expanded Poly-Styrene）



EPS50倍製品（11型EPSパレット：静荷重２ｔ 動荷重500Kg）
（直径約３mmに発泡したビーズの集合体)

体積≒100,000㎤(2,000㎤×５０）
重量＝２Kg

体積≒2,000㎤

EPS原料
（直径0.7～1.2㎜のビーズ）

重量＝２Kg

１． 発泡スチロール（EPS：Expanded Poly-Styrene）とは？

発泡スチロール（EPS）製品とは、「９８％の空気を２％のプラスチックで密閉」することで形成された成型品です。
発泡スチロールの成型とは、「空気をカタチにする技術」です。
直径３mmの1個の発泡スチロールビーズの中には約４万個の空気室（独立気泡）があります。

発泡スチロールの特長は「空気自体の特長」であり、自然の力を活用し、自然とフレンドリーな素材が発泡スチロールです。

① 空気は熱伝導率が0.0241と断然小さい  ⇒ 発泡スチロールの高度な断熱性能(heat-insulation properties)

※ガラスの熱伝導率が1.0、水は0.6、プラスチックは0.1～0.5

② 空気は軽い（１リットルあたり1.2ｇ）              ⇒ 発泡スチロールの軽量性（lightweight properties)

③ 空気の圧縮率は個体より大きい           ⇒ 発泡スチロールの優れた緩衝性(shock-absorbing properties)

拡大！

拡
大

拡
大

直径約３mmの粒子の中に約４万個の空気室（独立気泡）があります。



２． EPS（発泡スチロール）の活用事例 (既存製品）
① 断熱性(heat-insulation properties)を活かした製品

EPSアグリハウス
（地中外部からの冷気を抑えて、内部の温度
を保つ構造）

水抜き楽太郎
（氷で冷やしながら輸送し、溶けて不要な水を
簡単に抜ける構造）

ハイブリットベリーBOX
（傷みやすい果物などを冷やしながら安全
に輸送できる）

建築断熱材
（屋根や壁面、床などに敷き詰めて断熱効果を
高める）

オーキッドサポーター
（胡蝶蘭の鉢にセットしてポットの固定に使用
する）

ボトルクッション
（割れが心配なビン類を安全に輸送すること
ができる）

板バネ君
（特殊なバネ構造により、繊細な野菜等を
やさしく保護）

③ 緩衝性(shock-absorbing properties)を活かした製品
家電緩衝材
（家電などを破損させず、安全に輸送する
ために使用）

アグリボード
（野菜の水耕栽培など水面に浮かべて使用する
軽量パネル）

EPSパレット
（非常に軽く扱いやすい、カスタマイズ可能な
パレット）

EPSボビン
（他の素材のボビンと比べて非常に軽く、持ち
運びが容易）

② 軽量性（lightweight properties)を活かした製品
ドラキャップ
（ドラム缶の上蓋として使用し、軽量かつ耐水性
に優れる）



３． EPS（発泡スチロール）の活用事例 (新しい製品）



４． 「プラスチック問題」とは、「プラスチックの使い捨て問題」です

プラスチックがなければ、私たちの生活は1日も成り立ちません。
プラスチック問題は、プラスチックを使わないことではなく、
「プラスチック使用総量を減らす工夫」をすること、
そして、「使い捨てをしない仕組みを創る」ことで解決の扉が開かれます。

プラスチックは、ペットボトルや食品トレイのように生活に身近なものから、レンズ、光ファイバー、医療部材
あるいは精密機器のパーツなど機能性プラスチックと、広範な分野で利用されています。
EPS（発泡スチロール）も、様々な分野で活躍しています。

では、近時提起されている『プラスチック問題』とは何でしょうか。 それは、次の2点に集約されると考えられます。

１．使い捨てられた「プラスチックのごみの問題」
使い捨てられたプラスチックがごみとなり、環境汚染の原因となっています。多くのプラスチック製品は、使用後
はリサイクルされています。
しかし、リサイクルされずに使い捨てされているプラスチック製ストローやスプーン、フォーク等が問題とされています。

２．湖沼や海洋に流出した「マイクロプラスチックの問題」
直径５㎜以下に粉砕されたプラスチックが、湖沼や海洋に漂い、「水質汚染」の原因の一つとなっています。
マイクロプラスチックの原因は、使い捨てプラスチックが破砕、細分化されるケースと、研磨剤や化粧品、あるいは
歯磨き粉等多くの分野で利用されているマイクロプラスチックそのものが流出するケースがあるとされています。
前者のケースは、やはり「使い捨て」に問題があります。



５． プラスチック問題の解決＝使い捨てを止めること
「プラスチックがなくては私たちの生活は成り立たない」という事実を前提に「プラスチック問題を解決」するには、以下2点が主要施策です。
１．プラスチック総使用量の削減を推進
２．３R（リデュース、リユース、リサイクル）の技術向上で、使い捨てを極小化

プラスチック製品の中で、当社が生産する発泡スチロール製品は、「プラスチック使用量を大幅削減」でき、「リサイクル性に優れた」物性です。

米国のいくつかの州で発泡スチロール容器の使用制限が法制化されました。2019年ニュ
ーヨークで使用禁止の発令されたのが代表例で、他の州もほぼ同様の内容です。
ポイントは、以下2点です。 https://www1.nyc.gov/assets/dsny/site/

１．ファーストフード店等で提供される「使い捨ての発泡スチロール」の使用禁止
※具体例として、容器、フォーク、スプーン等

２．トーホー工業の製品はすべて対象外です。ニューヨーク州食品衛生局HPに
明記されています。 （下図：赤枠の日本語訳参照）



６． トーホー工業「SDGｓの実践」 ～プラスチック問題解決のためのEPS～

【１】プラスチック使用量の総量削減に貢献します。

➢世の中のいろいろなものをEPSでカタチにし、

省プラスチック製品を開発、提案していきます。

【２】“EPS to EPS”発泡スチロール製品が

循環する仕組みを創ります。

➢EPSの回生(Regeneration)を実現する
技術を取得し、製品に組み込んでいきます。

その１

その２



トーホー工業のSDGsの実践

その１
７． 「省プラのEPS製品」を世界に広めることにより、

地球のプラスチック総量を大きく減少させる活動を展開します

今までの取り組み

EPSは硬質樹脂製品と比較して
プラスチック使用料は2％(1/50)です。

EPSの使用量が増えるほど、地球上
のプラスチック総量は減少します。

またEPSで、地球の持つ自然エネルギー
を有効利用すればCO2排出量の削減
に大きく寄与します。

EPSは、“省プラスチック”です。



トーホー工業のSDGsの実践

その２
８． 「EPS to EPSの循環」を実現するための技術を開発して、

EPSの永久活用を目指します＝回生EPSの開発

回生(Regeneration:リジェネレーション)EPS

トーホー工業は

使用済EPS製品から新たな製品を創ることを「回生EPS」と命名しました。
そして、EPSを永久に活用する道の開拓に着手

①生産 ②出荷 ③利用 ④回収 ⑤資源としてリサイクル業者に引渡し

今まで

これから



９． 補足資料 「EPS to EPS」（発泡スチロールから発泡スチロールヘ）

これまでのリサイクルは、使用済EPS製品を“サーマルリサイクル”“マテリアルリサイクル”することでした。
私たちの“EPS to EPS”は、使用されたEPSをさらに有用な“EPS製品”に回生させることです。これによりEPSの循環を実現します。

今までの「リサイクル」と私たちの「EPS to EPS」の目的と取り組みの違い

“EPS to EPS”の製品ライフサイクル

【２】使用済EPS製の
回生技術の開発 EPS to EPS

技術開発
①

再生原料の
製品開発
②

EPS
To

EPS

【１】工場で生産
(EPS、EPS加工品)

【３】再生原料の製品群開発と
製品（T-Reps）の生産
※右図を参照

物流会社のトラック輸送用のりん木（枕木）や、
EPSパレットの補強部材として使用



10. EPS（発泡スチロール）がプラスチック問題の解決の扉を開きます

①断熱性 ②緩衝性 ③軽量性 ④耐水性 ⑤加工性

⑥省資源性 発泡スチロールは省プラスチック
（少ない原料で大きな製品を作る）

⑦リサイクル性

PETと同じく、90％以上達成
（再生ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ原料として、
容易に生まれ変わる）
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